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研究成果の概要（和文）：安定同位体比と脂肪酸組成の分析から、駿河湾のサクラエビは、成長に伴い餌生物を
より高次栄養段階生物に変化させている可能性が示唆された。また、駿河湾産と台湾産サクラエビの脂肪酸組成
には違いがみられ、両者を判別できる可能性が示唆された。オキアミ類やカイアシ類等の甲殻類マイクロネクト
ンについても、栄養生態に関する知見が得られた。

研究成果の概要（英文）：Feeding habits of Sakura shrimp, Lucensosergia lucens, and other crustacean
　micronekton were investigated based on the carbon and nitrogen stable isotope analysis and fatty 
acid composition analysis in Suruga Bay, Japan.  Variations in their feeding habits among species, 
seasons, life stages, and so on were discussed.  

研究分野： 海洋生態学

キーワード： 甲殻類マイクロネクトン　サクラエビ　栄養生態　生化学マーカー　炭素・窒素の安定同位体比　脂質
・脂肪酸組成

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
水産重要種であるサクラエビを含む甲殻類マイクロネクトンは、表層から中深層まで広大な海洋空間を利用して
いる。また、その再生産には、陸域からの物質流入と黒潮等の外洋環境が大きく影響していると考えられるが、
その実態には不明な点が多かった。本研究では、生化学マーカー（安定同位体比と脂肪酸組成）を指標とするこ
とで、その栄養生態について、生活段階や季節による違い等を明らかとした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１。研究開始当初の背景 

甲殻類は、小型の魚類・イカ類とともにマイクロネクトンの主要な構成群であり、海洋全域
に３次元的に広く分布し、食物網において低次生産者と高次生産者の仲介役となっている。また、
甲殻類マイクロネクトンの多くは、日周・季節的な鉛直移動を行い、各水深帯の食物連鎖をつな
ぐ役割（生物ポンプ）も担っている。甲殻類マイクロネクトンの潜在的な重要性にも関わらず、
その生態研究は漁獲対象種や鍵種等の一部に集中し、群集全体を対象としたものは限られてい
る。その理由の１つに、プランクトンに比べると大型で、採集には大掛かりなネットや調査船を
必要とすることが挙げられる。また、魚類のように漁獲物組成等の情報を利用することもできな
い。さらに、食性調査の場合、餌の多くは脆弱なプランクトンやデトリタスであるために消化管
内で原形を止めておらず、顕微鏡観察による定量評価が難しい。 

深海性の駿河湾では、甲殻類マイクロネクトンは多様な種がみられるが、特に数量の多いサ
クラエビは鍵種であり、集群を形成することから漁獲対象となっている。サクラエビは、卵・浮
遊幼生期を主に河口沖の表層で過ごした後、徐々に沖合の表・中層に移動することから、沿岸・
外洋的環境の両方を必要とすると考えられている。河口フロントが形成されやすい等の駿河湾
特有の環境がサクラエビの大量発生に適している可能性がある。その一方で、近年サクラエビの
資源状態の劣化や不安定さが懸念されており、その原因は不明となっている。 
 
２。研究の目的 

本研究では、生化学マーカー（炭素・窒素の安定同位体比、脂質・脂肪酸組成）を指標とし
て、駿河湾の表層から中・深層を対象に甲殻類マイクロネクトン群集の栄養生態（食性と脂質成
分）について、主な餌生物（プランクトン等）や捕食者（魚類等）との関係も含めて調べ、食物
網における多様な役割の詳細を明らかにする。特に、サクラエビを重点対象とし、その栄養生態
の生活史・生息環境に伴う時空間変動の詳細について調べた。他に、オキアミ類やカイアシ類等
の甲殻類マイクロネクトンの栄養生態についても調べた。 
 
３。研究の方法 

試料の採集は、駿河湾内の各所において各季節に、東海大学調査船「北斗」及び静岡県水産
技術研究所調査船「駿河丸」に乗船し、IKMT ネットや ORI ネット、Norpac ネット等を用いて実
施した。 

安定同位体比は、元素分析計と連結した質量分析装置を用いて分析し、得られた炭素・窒素
の安定同位体比の散布図から、甲殻類マイクロネクトンの有機物起源と栄養段階、魚類や動物プ
ランクトンとの捕食—被食関係を推定した。脂質組成（ﾜｯｸｽｴｽﾃﾙ：WE、ﾄﾘｱｼﾙｸﾞﾘｾﾛｰﾙ：TAG、ﾘﾝ脂
質：PL 等）は薄層クロマトグラフィーにより、脂肪酸組成はガスクロマトグラフィーにより分
析した。 
 
４。研究成果 

サクラエビの胃内容物を検鏡した結果、特にカイアシ類遊泳肢や甲殻類の破片が高い割合で
みられたことから、過去の研究と同様に、主にカイアシ類を含む小型甲殻類を摂餌していると考
えられた。一方、沿岸と沖合個体の両方から、複数のタイプの刺胞が初めて確認され、様々な刺
胞動物を摂餌している可能性も示唆された。安定同位体比や脂肪酸組成の分析結果には、春沿岸
個体と春沖合個体の間に有意な差はなく、春期のサクラエビの食性に生息場所による明らかな
違いはないことが示唆された。春個体は、沿岸と沖合どちらの場所でも、頭胸甲長の増加にとも
ない、炭素・窒素の安定同位体比が増加する傾向がみられた。脂肪酸組成分析においても、春の
沿岸・沖合個体は、頭胸甲長の増加にともない、肉食/植食の指標である 18:1(n-9)/18:1(n-7)
比、[18:1(n-9)+20:1(n-9)]/[16:1(n-7)+18:1(n-7)]比が増加した。これらの結果から、サクラ
エビは成長にともない餌生物をより高次栄養段階生物に変化させている可能性が示唆された。 

季節による食性の違いについては、脂肪酸組成分析では、小型個体において春は秋に比べて
より珪藻食の傾向が強く（ΣC16/ΣC18 が高い）、カイアシ類の指標（20：1(n-9)）は春と秋で同
程度であった。一方、大型個体では、春秋ともに小型個体に比べて珪藻食の傾向が弱く、かつカ
イアシ類の指標では春の方が秋に比べて高い値を示した。窒素の安定同位体比から、小型個体は
春と秋で栄養段階が異なることが示唆され、春小型個体は懸濁態有機物（POM）の季節変化にも



影響を受けていると考えられた。 
以上のことから、サクラエビは小型個体では春にはブルームしている珪藻類を中心に摂餌す

る一方、秋にはその他の植物プランクトンを多く摂餌すること、大型個体では春はカイアシ類、
秋はカイアシ類以外の甲殻類を中心に摂餌することが示唆された。本研究により得られたサク
ラエビの食性に関する詳細な知見は、本種の資源量変動メカニズムを解明するうえでも重要で
あると考えられた。 
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